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業　績　概　要

　株式会社ザイエンスは，1922年５月の創業以来，90年以上にわたり幅広い分野で木材の保存処理に携わ
ってまいりました。特に，住宅分野においては深浸潤処理技術を利用した保存処理材を製造・販売すると
ともに，多くのノウハウを蓄積し続けています。
　本取り組みは，亜鉛を含む深浸潤処理材の品質管理向上を目的として浸潤度試験方法を改良したことに
関するものです。従来，浸潤標識剤として亜鉛化合物を含む保存処理材は，呈色試薬であるジチゾンによ
って赤く呈色された木口面上の領域を浸潤領域として，緑色の領域は未浸潤領域として判定してきました。
しかし，木材に含まれている亜鉛の濃度とジチゾン濃度のバランスが適切でない場合，従来の方法では未
浸潤領域と浸潤領域の判別がしにくくなる問題があることがわかりました。この問題の解決手段について
検討を重ねた結果，保存処理材の亜鉛濃度に適したジチゾン濃度を設定すること，又は従来濃度のジチゾ
ンを塗布した後に水を塗布することによって浸潤領域の赤色の呈色がより鮮明になることを明らかにしま
した。この呈色結果は，木口面の蛍光X線分析から得られた亜鉛のマッピング画像とも良く一致しており，
浸潤度試験の信頼性が従来の方法よりも向上していることがわかりました。

今後の取り組み

　今後は，本知見を活用した木材保存剤の開発や品質管理の方法を確立し，お客様に信頼される製品を上
市することで木材保存の発展に貢献をしていきたいと考えています。
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